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本講義ではこの二つの ｢境界｣ に位置する現象 ･対象にこだわってみたい｡｢境界｣ は空


























































































に)3次元的につないでいって分子量 ∞ となった (ゲル化 した)ものである｡この分子量





想 Bose-Einslein凝縮に数学的に類似である[12]o なぜ ｢理想｣かというと実空間での広が
りを気にしないからである｡方や(b)はクラスターの空間分布/つながりに着目する ｢実 (格
子)空間上のモデル｣で分子がつながることに重きを置く｡ この場合 ∞ クラスターの出現
はいわゆる2次相転移の臨界現象に類似である｡【少し専門的になるがゲル化点は高分子溶
液の C`-状態にも類似で､ここでblobサイズが∞ になると翻訳される｡ ]
ではゲル化という流体→固体のうつりかわりは､低分子量の分子が集まる事､或いはつなが
る事という2つの措像だけで本質を尽くしているのだろうか?これらで実験のすべての本質
は説明がつくのだろうか?
ⅤⅠ.おわりに
固体一流体の ｢境界｣に位置するものとしては､ここで扱ったもののほかにも液晶的秩序
を持つ系や様々なトポロジーの2次元膜など､いろいろ興味ある対象があるのだろう｡本講
義では筆者が多少なりとも知っているフロン.トのしかもさわりを紹介する事しかできない｡
大学院生活で情熱を傾けられるテーマを見つけようという人にとって参考になれば幸いであ
るし､筆者の方も講義を聴かれる人から刺激を得られる事を期待 している｡
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